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【学歴】

1975年 3月　東京芸術大学美術学部工芸科（デザイン）卒業
1977年 3月　東京芸術大学大学院美術研究科（視覚デザイン専攻）修士課程修了
1977年 4月　東京芸術大学美術学部研究生（1978年 3月まで）

【学位】

芸術学修士（東京芸術大学）　1977年 3 月

【職歴】

1980年 4月　東京芸術大学美術学部デザイン科非常勤講師（1985年 3月まで）
1985年 4月　山梨大学教育学部専任講師（1987年 9月まで）
1987年10月　山梨大学教育学部助教授（1990年 3月まで）
1990年 4月　立教大学文学部教育学科助教授（1995年 3月まで）
1995年 4月　立教大学文学部教育学科教授
2015年 3月　立教大学文学部教育学科教授定年退職

非常勤講師　山梨医科大学、山梨県立宝石専門学校、東京家政大学、埼玉大学

【大学関係職務歴】

1999年 4月　立教大学文学部教育学科長（2001年 3月まで）
2001年 4月　立教大学文学研究科教育学専攻博士前期課程兼後期課程主任（2003年 3月まで）
2006年 4月　立教大学文学研究科教育学専攻博士前期課程兼後期課程主任（2009年 3月まで）
2013年 4月　立教大学文学研究科教育学専攻博士前期課程兼後期課程主任（2014年 3月まで）

【所属学会】

日本デザイン学会／大学美術教育学会（1996～1999年、2002年～2005年理事）／美術科教
育学会

【社会的活動 1】
1989年　山梨県デザインワークショップリーダー（～91年）
1992年　全国大学造形美術教育教員養成協議会（全美協）事務局（～93年）
1993年　全美協役員（～現在）
1993年　全国造形教育連盟（全造連）大学部会役員（～現在）
1993年　全造連大学部会・事務局長（～95年）
1995年　全美協・副会長（～98年）
1996年　大学美術教育学会・理事（～99年）

冨安敬二教授　履歴
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1998年　全美協会長（～99年）
1998年　全造連大学部会・会長（～99年）
2002年　大学美術教育学会・理事（～05年）
2003年　全国造形教育連盟・委員長（～07年）
2003年　日本教育研究連合会・評議員（～2013年）
2005年　公益法人理想教育財団・評議員（～2013年）
2005年　経済産業省・JIS改正原案作成（絵画材料専門部会）委員（～06年）
2009年　経済産業省、文部科学省・事業評価委員（～2010年）
2013年　公益法人理想教育財団・理事（～現在）

【社会的活動 2】

1990年　ベネッセコーポレーション・幼児教育雑誌・企画監修（～2000年）
2000年　ベネッセコーポレーション・幼児教育雑誌・総合造形監修（6誌）（～現在）
2003年　こども絵画コンクール　住友生命保険相互会社主催　最終審査員（～2007年）
2003年　手紙作文コンクール　　日本郵便事業株式会社主催　最終審査員（～現在）
2003年　読書感想画中央コンクール　（社）全国学校図書館協議会・毎日新聞社主催　最終審査員

（～2007年）
2003年　世界こども図画コンテスト　社団法人家の光協会主催　最終審査員（～2007年）　
2003年　世界児童画展　財団法人美育文化協会主催　最終審査員（～2007年）　
2003年　全日本年賀状大賞コンクール　日本郵便事業株式会社主催　最終審査員（～現在）
2003年　全国幼児児童生徒彫塑展　国際美育交流連盟主催　最終審査員（～2007年）
2003年　全国児童生徒木工工作コンクール　日本木材青壮年団体連合会主催　最終審査員（～

2007年）
2003年　未来の科学の夢絵画展　（社）発明協会主催　最終審査員（～現在）
2004年　私のアイデア貯金箱コンクール　郵政公社主催　最終審査員（～2007年）
2005年　プリントコミュニケーションコンクール　理想教育財団主催　最終審査員（～2010年）
2005年　こども彫刻コンクール　須藤石材主催　最終審査員（～2006年）
2006年　伝統的工芸品コンクール　経済産業省主催　最終審査員（～2011年）
2007年　こどもちゃれんじコンクール　ベネッセコーポレーション主催　最終審査員（～2010年）
2007年　原子力の日ポスターコンクール　文部科学省・経済産業省主催　最終審査員（～2011年）
2008年　私のアイデア貯金箱コンクール　ゆうちょ銀行主催　最終審査員（～現在）
2010年　プリントコミュニケーションひろば　理想教育財団主催　最終審査員（～現在）
2010年　クリエイトイズ　アワード 2011　ベネッセコーポレーション主催　最終審査員（～2011

年）
2012年　世界こども図画コンテスト　社団法人家の光協会主催　最終審査員（～現在）



35冨安敬二／履歴

主要業績

【制作 1】ファインアート

●銅版画「白夜幻想シリーズ」、1978年 1月（12人展、有元利夫、内田あぐり等、ギャラリー銀座
三番街）
◯平面作品「無題」、1980年12月（代々木アートギャラリー開廊記念展）
◯平面作品「ドット・コンポジション」、1982年 9月（図面̶模型̶作品展、代々木アートギャラ
リー）
◯平面作品「COSMIC FANTASY」、1984年 4月（代々木アートギャラリー三周年記念展）
◯平面作品「TWILIGHT」、1984年 7月（プラスチックエージ展、代々木アートギャラリー）
◯立体作品「BLUE SERIES 85-A」、1985年 6月（第14回白涛会展、山梨県民会館）
◯平面作品「MEDITATIONのためのドローイング」、1985年 8月（グループ展、代々木アートギ
ャラリー）
◯立体作品「BLUE SERIES 85-B」、1985年 8月（第22回 JACOB展、紅の木画廊）
◯立体作品「BLUE SERIES 85-C」、1985年10月（グループ展、山鏡堂アートホール）
◯平面作品「MEDITATION」、1986年 1月（代々木アートギャラリー 5周年記念展）
◯平面作品「グラデーションの習作」、1986年 5月（第15回白涛会展、山梨県民会館）
◯平面作品「’86ドットコンポジションシリーズ　Ⅰ～Ⅵ」、1986年 7月（第13回セル・ユニオン
展、山梨県立美術館）
◯平面作品「図形たちのノネット」、1986年 7月（第 7回現代日本絵画展入選、山口・宇部市文化
会館） 

◯立体作品「MARINE SERIES」、1986年 7月（第６回試行する美術「国際小さな芸術展」、山梨
県立美術館）
◯平面作品「新作のためのエスキース」、1986年 8月（第23回 JACOB展、愛知・紅の木画廊）
◯立体作品「MARINE SERIES」、1986年 9月 (セッション ’86国際小さな芸術展、代々木アート
ギャラリー )

◯平面作品「NEO-GRAPHISM」、1987年 2月（グループ展、代々木アートギャラリー）
◯平面作品「ストライプによるコンポジションⅠ～Ⅳ」、1987年 7月（第 14回セル・ユニオン展、
山梨県立美術館）
◯平面作品「私の中の平均律」等 2点、1988年 3月（第 3回山梨県新人選抜展、山梨県立美術館） 
◯ドローイング、スケッチブック、1988年 4月（アーティストによるノートブック展、フランス
他巡回）
◯ドローイング「BICYCLE」等 4点、1989年 6月（日本人作家展、於・ベルギー） 
◯平面作品「古楽原画・HARPSICORDの調べ」10点、1990年 1月（第 6回こうふ展、山梨県立
美術館）
◯平面作品「ISOMETRICS」、1990年 4月（第４回鷺草会展、世田谷美術館）
◯平面作品「図形たちのノネットⅡ」、1991年 1月、(代々木アートギャラリー十周年記念展 )

◯平面作品「NEW PATTERN 91-A-F」、1991年 5月（第 5回鷺草会展、目黒美術館）
◯平面作品「HOROSCOPEのためのドローイング」、1992年 4月（鷺草会春期東京展、東京マリ
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ンギャラリー）
◯平面作品「図形たちによるアンサンブル」、1992年 8月（第 6回鷺草会展、目黒美術館）
◯平面作品「夢想譚」、1993年 7月（第20回セル・ユニオン展、山梨県立美術館）
◯平面作品「Textureシリーズ」立体作品「Pyramid with Blue Light」、1993年11月（セッショ
ン ’93、代々木アートギャラリー）
◯版画「胡蝶幻想シリーズ」等75点、1994年 1月（冨安・村田二人展、愛知・豊橋美術博物館） 
◯アクリル画「遥かなるジグラット」、1994年 6月（日本水彩画展安井賞展推薦作、東京都美術
館）
◯アクリル画「遠雷」、1995年 6月（日本水彩画会展安井賞展推薦作、東京都美術館）
◯水彩画「The Holiday」、1995年10月～1996年 3月（日米国際水彩画展、於：アメリカ巡回展）
◯平面作品「黙示録―プラトンによせて」、1996年 8月（第 8回鷺草会展、目黒美術館）
◯水彩画「初夏の本館」、2011年 8月（第48回 JACOB展、愛知・ギャラリー 48）
◯水彩画「立教学院校宅 11・12号館」、2012年8月（第49回 JACOB展、愛知・ギャラリー 48）
◯水彩画「新緑の３号館」、2013年 8月（第50回 JACOB展、愛知・ギャラリー 48）

【制作 2】デザイン

◯シンボルマークデザイン「代々木ゼミナール」、1980年12月、学校法人高宮学園
◯雑誌ロゴタイプデザイン「フレッシュ・ジャンプ」、1982年 6月、集英社
◯ユニフォームデザイン「かいじ国体、山梨県選手団・役員団」、1986年 3月、山梨県体育協会
◯孔版画「第 1回古楽コンクールポスター」Aタイプ、1986年11月（古楽コンクール実行委員会）
◯孔版画「第 1回古楽コンクールポスター」Bタイプ、1987年 2月（古楽コンクール実行委員会）
◯シンボルマークデザイン「山梨医科大学医学会」、1987年 3月、山梨医科大学医学会
◯孔版画「第 2回～ 3回古楽コンクールポスター」Aタイプ、1987年～1988年12月（古楽コンク
ール実行委員会）
◯孔版画「第 2回～ 3回古楽コンクールポスター」Bタイプ、1988年～1989年 2月（古楽コンク
ール実行委員会）
◯楯トロフィーデザイン、1989年 2月、山梨医科大学医学会
◯紀要装丁「山梨大学教育学部紀要」、1989年 3月、山梨大学教育学部
◯孔版画「第 4回～6回古楽コンクールポスター」Aタイプ、1989年～1991年12月（古楽コンク
ール実行委員会）
◯孔版画「第 4回～ 6回古楽コンクールポスター」Bタイプ、1990年～1992年 2月（古楽コンク
ール実行委員会）
◯学会誌装丁「近代教育フォーラム」、1992年 9月、近代思想史学会
◯孔版画「第 7回～ 8回古楽コンクールポスター」Aタイプ、1992年～1993年12月（古楽コンク
ール実行委員会）
◯孔版画「第 7回～8回古楽コンクールポスター」Bタイプ、1993年～1994年 2月（古楽コンク
ール実行委員会）
◯書籍装丁「THE JOURNAL OF PACIFIC ASIA 1」、1994年 3月、（アジア太平洋研究会編、世
織書房）
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◯シンボルマークデザイン「山梨医科大学」、1994年 3月（再デザイン・山梨医科大学） 
◯孔版画「第 9回古楽コンクールポスター」Aタイプ、1994年12月（古楽コンクール実行委員会）
◯玩具デザイン「いろいろかたちパズル」、1995年 1月、ベネッセコーポレーション
◯孔版画「第 9回古楽コンクールポスター」Bタイプ、1995年 2月（古楽コンクール実行委員会）
◯書籍装丁「THE JOURNAL OF PACIFIC ASIA 2」、1995年 3月、（アジア太平洋研究会編、世
織書房）
◯冊子デザイン「立教大学文学部案内」、1995年 4月、立教大学文学部
◯孔版画「第10回古楽コンクールポスター」Aタイプ、1995年12月（古楽コンクール実行委員会）
◯玩具デザイン「かたちはめパズル」、1996年 1月、ベネッセコーポレーション
◯孔版画「第10回古楽コンクールポスター」Bタイプ、1996年 2月（古楽コンクール実行委員会）
◯概要集・プログラム装丁、表紙画、ロゴタイプ制作「日本心理学会第60回大会」、1996年 9月、
日本心理学会
◯孔版画「第11回古楽コンクールポスター」Aタイプ、1996年12月（古楽コンクール実行委員会）
◯ロゴマークデザイン「InSEA 1998 TOKYO」、1996年12月、国際美術教育学会東京大会実行委
員会
◯玩具デザイン「おでかけパズルつみ木」、1997年 1月、ベネッセコーポレーション
◯孔版画「第11回古楽コンクールポスター」Bタイプ、1997年 2月（古楽コンクール実行委員会）
◯孔版画「第12回古楽コンクールポスター」Aタイプ、1997年12月（古楽コンクール実行委員会）
◯孔版画「第12回古楽コンクールポスター」Bタイプ、1998年 2月（古楽コンクール実行委員会）
◯孔版画「マルスワインポスター “昼と夜”」1998年 3月、本坊酒造株式会社
◯孔版画「第13回古楽コンクールポスター」Aタイプ、1998年12月（古楽コンクール実行委員会）
◯孔版画「第13回古楽コンクールポスター」Bタイプ、1999年 2月（古楽コンクール実行委員会）
◯孔版画「マルスワインポスター“収穫”」1999年 5月、本坊酒造株式会社
◯孔版画「第14～22回古楽コンクールポスター」Aタイプ、1999年～2007年12月（古楽コンクー
ル実行委員会）
◯孔版画「第14～22回古楽コンクールポスター」Bタイプ、2000年～2008年 2月（古楽コンクー
ル実行委員会）
◯紀要装丁「立教大学教育学科研究年報」、2008年 2月、立教大学文学部教育学科
◯孔版画「第23～24回古楽コンクールポスター」Aタイプ、2008年～2009年12月（古楽コンクー
ル実行委員会）
◯孔版画「第23～24回古楽コンクールポスター」Bタイプ、2009年～2010年 2月（古楽コンクー
ル実行委員会）

【著書・論文】

◯（共同監修、共著）『芸大、美大を目ざす人へ』、1984年 3月、アトリエ社
◯（分担執筆）『造形教育事典』、1991年10月、建帛社
◯（共著）『アートがつなぐ学校と社会―美術教育の新たな方向 ―』、2005年 3月、紫峰図書
◯「構成の研究（I）　幾何学的形態と芸術」『山梨大学教育学部研究報告』第37号、1986年、pp167-

172
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◯「構成の研究（II）　わが国の構成教育について」『山梨大学教育学部研究報告』第38号、1987年、
pp. 195-202

◯「構成の研究（III）　造形教育の意義」『山梨大学教育学部研究報告』第39号、1988年、pp. 237-

243

◯「図画工作科教科書研究―魅力ある教科書を求めて」、『立教大学教育学科研究年報』第34号、
1990年12月、pp. 31-47

◯「造形教育におけるあそびの意義について」、『形』No. 227、日本文教出版、1993年、pp. 2-5

◯「美術教育再考―図画工作科教科書研究 2」、『立教大学教育学科研究年報』第42号、1999年
3月、pp. 133-146

◯「実効性のある美術教育を目指して」、『形』NO. 279、日本文教出版、2005年 9月
◯「美術教育の行方―教科の意義を問い直す」、『立教大学教育学科研究年報』第50号、2007年

3月、pp. 1-21

◯「美術教育を取り巻く現状と課題―ファンタジーワールドの翳り」、『立教大学教育学科研究
年報』第56号、2012年 3月、pp. 5-21

◯「美術教育の現在と明日―小学校の図画工作科のありようを中心として」『大学美術教育研
究』、2014年 2月、pp. 25-34

【その他】

◯「玩具で存分に遊ぶことが創造力や個性を育てることにつながります」、1994年 3月、こども
ちゃれんじ・おやこ講座だより VOL. 2、ベネッセコーポレーション、pp. 16～17

◯「遊びが広がっていく玩具は子どもの創造性を育てます」、1994年11月、こどもちゃれんじ・
おやこ講座だより VOL. 10、ベネッセコーポレーション、pp. 30～32

◯「玩具でのびのび遊んだ経験が思考力・創造力をつける基礎になります」、1995年 2月、こど
もちゃれんじ・おやこ講座だより VOL. 13、ベネッセコーポレーション、pp. 36～38

◯「プリントの原点としての版画（教育）の価値について」、2003年10月、『季刊理想』Vol. 70、pp2

◯「生の芸術と美術教育」、2007年 1月、日本木材青壮年連合会冊子
◯「ある老画家の人生」、2013年 9月、『季刊理想』Vol. 109、pp2


